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研究成果の概要（和文） ： 
難治性疾患を得た人や、症状が悪化していく病気に罹患した人の人生は患者として医師との 

関係でのみ扱われればいいのだろうか？こうした疑問をもとに、「人生 with 病い」という考え 
方を基盤におき、病を得た人の生き様を描く手法を開発し、その人生を支えつつ理解しそして 
その QOL を高める努力を行う研究学範(ディシプリン)としての「厚生心理学」を提唱するのが 
本研究の目的である。具体的には SEIQOL(the Schedule for the Evaluation of Individual 
Quality of Life)と TEM(Trajectory Equifinality Model)という方法論の開発を行い実践研究 
を行った。SEIQOL によって身体状況や疾病状況の悪化を直ちに QOL 低下として理解してはいけ 
ないこと、TEM によって患者の治療などの具体的選択を描く際に様々な力のせめぎ合いを描く 
ことやそれまでの径路のあり方を描くこと、そして実現しえなかった径路を描くことが重要で 
あることを示した。また、『厚生心理学』と銘打った冊子を刊行して、本研究の基本的考えを世 
に問うた。 

研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study is to psychology for treating the life of Nambyo (intractable 
diseases) patients. Many instruments used to measure Health Related QOL focus narrowly 
on physical functioning and disregard the well-being of patients. I use the qualitative 
and rather new methodology for treating the patients’ lives. These are SEIQOL (the 
Schedule for the Evaluation of Individual Quality of Life) and TEM (Trajectory 
Equifinality Model). In empirical study, SEIQOL was conducted for describing a patient’s 
QOL-related experiences for three years. This longitudinal survey reveals the maintenance 
and transformation of patient’s QOL instead of patient’s deterioration of disease. In 
theoretical part, TEM’s basic methodological tools were invented and the model of 
psychological self which is called “mountain range selves” was proposed. A possibility 
of a new sub discipline of psychology concerned with the lives of Nambyo (intractable 
diseases) patients has been established by this study. 
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１．研究開始当初の背景 

本研究は「挑戦的萌芽研究」として、難病や 
慢性病患者の生活に寄り添う心理学を構想 
する。即ち本研究では関係論的、複線径路的 
な視点から、病を得るまで・得てからの物語 
（人生物語）、現在における葛藤・苦悩や喜 
び（QOL）、未来へ展望（時間的展望）につい 
てぶ厚く丁寧に記述するため、QOL 評価法で 
あ る SEIQOL(the Schedule for the 
Evaluation of Individual Quality of Life) 
と TEM(Trajectory Equifinality Model)を中 
心に研究と提案を行っていく。 
これらの方法論のうち前者はアイルランド 
で開発されたものであり、WHO によって QOL 
の重要な尺度であると指摘されているにも 
かかわらず日本では浸透していない。その理 
由は医学において単なる測定尺度として用 
いられていることに一因がある。 SEIQOL は個 
人的な QOL の把握を行うツールであるが、そ 
の背景にある社会構成主義的な考えを取り 
込まなければ、実際的な発展が見込めない。 
方法論のうちの後者は研究代表者が中心に 
なって開発してきた日本発の質的研究法で 
ある。この手法は時間を捨象せずに、人生の 
径路を様々な分岐点における対話的自己の 
あり方によって記述する質的な研究手法で 
あり、難病患者の生活を記述するために重要 
なツールとなることが期待された。 
さて、難病患者の生活に焦点をあてるような 
本研究が関係する分野は、これまでは自動的 
に臨床心理学や健康心理学の一部であると 
考えられてきたが、本研究ではこれらの分野 
の蓄積に加え、文化心理学や質的研究の発想 
をもとに行うことになる。そこで従来の臨床 
心理学は健康心理学、ひいては医療心理学と 
一線を画す意味で厚生心理学という名称も 
提案することにしたい。つまり、この挑戦的 
萌芽研究は一つの考え方を提唱するという 
意味において挑戦的なのである。 

２．研究の目的 

以上の背景をもとに、今回の研究ではまず、 
QOL について理論的に考察し、それをこれま 
でと異なる方法で捉えることを目指す。 
SEIQOL については、 背景にある哲学的な思想 
の理解を行いつつ、 SEIQOL を筋ジストロフィ 
ー患者に継続的に施行することで方法論を 
確立し、また難病患者の病状が悪化し身体能 
力が悪化したとしてもQOLが自動的に低下し 
ないようなツールを開発する。 
TEM については、 「人生 with 病い」という状 

況における径路について時間を捨象せずに 
描くことはもちろんのこと、選択肢の可視化 
が QOLと直結するということを理論的に明ら 
かにし、また、様々な概念ツールを整備する 
ことを目指す。 

３．研究の方法 
本研究は実践的研究と理論的研究から成り、 
それぞれにふさわしい方法で研究を展開す 
る。 
ある病院で神経難病患者のQOLとナラティブ 
に関する調査を行うとともに、QOL 及び質的 
研究に関する理論的な検討をすすめていく。 
さらに本研究の考え方や方法論を普及させ 
るために、アメリカ・Valsiner 教授（クラー 
ク大学）、Bamberg 教授(クラーク大学）、 
McAdams 教授（ノース・ウェスタン大学）、 
Gergen 教授（スワスモア大学）、オランダ 
Hermans 名誉教授(ラドボウド大学）、イタリ 
ア・Salvatore 教授(レッチェ大学）、ブラジ 
ル・Ana Cecilia 教授（バイア大学）などと 
連携をとり、方法論の国際化を進めると共に、 
普遍的方法論として整備していく。 

４．研究成果 
『厚生心理学』という名称を冠した著書を刊 
行できたことが何よりの成果である。病いを 
直すことを主たる目標にするのではなく、病 
いと共にある人生を「人生 with 病い」と概 
念化した上でそのぶ厚い記述を質的に行う 
研究・実践領域を提案することができたため 
挑戦的萌芽研究にふさわしい成果である。 
QOL の理論的研究においては、経済効果に 

QOL を回収するような方法（QALY）について 
理論的に批判を行い、生活そのものを記述す 
るツールが必要であると結論した。 

病いと共にある人生を記述するための方 
法論である SEIQOL と TEM についても、概念 
的方法的な検討を行った（サトウ、2010） 。 
また、直接的な成果ではないが、2012 年１ 

月にイタリア・サレルノ大学、同 3月にブラ 
ジル・バイア大学からそれぞれ講演・講習の 
依頼があり、国際交流を兼ねた成果の公表を 
実施した。日本発の心理学的な質的研究法が 
世界に受け入れられ始めている証左であろ 
う。日本質的心理学会第８回大会(2011 年 11 
月)において TEM に関する講習会を行ったこ 
とも付記する。 

方法論的な意味での成果は二つある。 
SEIQOLに関してとTEMに関してに分けて記述 
する。 
SEIQOL は、QOL の項目を予め設定して患者 

に尋ねるのではなく、患者本人がどのような



事柄を自身のQOLにとって重視するかを訪ね 
る方法である（自身が重視する項目を５つ挙 
げてもらう）。本研究では、ある病院におい 
て同一人物に対して２年余にわたって６回 
繰り返して SEIQOL を施行した。こうした研 
究は日本では珍しい。このような手法を用い 
ることによって、身体機能の悪化が必ずしも 
本人のQOLの悪化をもたらさない可能性を捉 
えることが可能になることが確認できた（福 
田・サトウ、2012）。 
TEM は、 個人の経験を過去からの歴史の文脈 

に置いてとらえるものであり、しかも、現実 
に実現した径路と可能ではあったが実現し 
なかった径路を共に可視化して個人の人生 
を考える方法論である。時間を外在的に存在 
するものとして考えるのではなく、個人の変 
容と共にあるものとして時間を捉えること 
の重要性について理論的な展開を行った（サ 
トウ、2011）。これにより、発達を狭い意味 
に捉える心理学の制約から逃れることがで 
き、病いを得た人の経験の変容を正当に扱う 
ことが可能になると考えられた。さらに本研 
究では、個人が人生径路において何故ある選 
択を行い何故ほかの選択をしなかったのか、 
ということについて描くための概念ツール 
の整備を行った。特に、自己を三層構造とし 
て捉える発生の三層モデルや、唯一の自己を 
想定するのではなく山脈のような自己群を 
想定する山脈的自己の理論を構築したこと 
によって、先の SEIQOL における重要項目の 
設定との関連を構想することができるよう 
になった。 
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